
『Coffee Break』 

六ヶ所村 Official Web Site 

Blog Entry 51  保育所訪問                                          

 

皆さん、こんにちは！ジェニーです。 

先週、韓国国際交流員のサンミと一緒に平沼保育所に行ってきました。40 分で、韓国語

とドイツ語の挨拶や動物の名前を勉強したり、アニメを見たり、簡単なダンスを教えたりし

ました。子供達はとても元気で、本当に楽しかったです。実は、日本とドイツの子供達の

違いをテーマにし、この記事を書こうと思っていましたが、いくら考えてもちょっとした違い

も思いつきません！やっぱり子供達は、どこの国で育っても、可愛くて、好奇心があって、

簡単な活動で盛り上がってくれますよね。 

そして、覚える力が素晴らしいです。ドイツ語の挨拶を勉強したのは最初の数分だけだっ

たのに、保育所を出る時、手を振って「チュース」（ドイツ語でバイバイ）と叫んでくれた子

供達が何人もいました！六ヶ所に来てから母国語の挨拶をあまり聞いていない私はそ

れを聞いて、とてもうれしかったです 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

From Rokkasho with love, 

Jenny♡ 

2013 年 10 月 30 日 
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Blog Entry 52  「We love 弁当」の取材                                    

 

こんにちは。サンミです! 

今日のお昼、 「we love 弁当」の取材がありました。 

主人公は…国際教育研修センターのたった一人の男、「ホン・ミンギ」さん。 

女性メンバーが 6 人もいるのに、代表としてホンさんが弁当の取材を受けることになりま

した。 

最近は「弁当男子」という表現も珍しくないほど、料理を作る男性が増えていますね。 

私もある番組の料理コーナーを毎朝見ていますが、 

何回見ても料理をしている男性はとても素敵だと思います。 

果たして、今日ホンさんが作ったメニューは何でしょう。 

11 月の上旬に東奥日報の夕刊に掲載される予定ですので、 

皆さんもぜひ期待しながら待っていてください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

From Rokkasho with love,  

Sangmi♡ 

2013 年 10 月 30 日 
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 Blog Entry 53  初雪                                                

こんにちは。サンミです!  

冬の気配を感じています～と言っていたのが先週の週末でしたが、 

今、外の景色は…真冬ですね！今年の冬はとても早い！ 

 

六ヶ所で初雪を見たのは、2011 年 11 月でした。雪を見て「ロマンチックですね！」と喜ぶ

私の反応に、皆が笑ったことは今でも覚えています。確かに30分ぐらい経ったら、ものす

ごい吹雪になって、ロマンチックからは随分かけ離れた光景が広がっていました。 

 

そして去る 11 月 11 日、 

今週の月曜日に初雪が降ってから、 

雪はこの三日間降り続いています。 

まだ冬タイヤに交換していない私は、今朝、 

車を駐車場に置いて、歩いて出勤しました。 

六ヶ所に来て３度目の冬なので、 

「余裕だよ、余裕～」と思いましたが、 

歩道にも雪が積もっていたので、予想以上に疲れてしまいました。 

この久々の感覚に慣れるまでには、もう少し時間がかかりそうです。 

 

それでも今朝は、晴天が広がっていて、とてもいい感じでした。 

一番印象的だったのは、子供がソリに乗って、わいわい言いながら保育所に行くシーン

を目撃した事です。ただ、ソリを引いているのはトナカイさんではなく、お母さんでしたの

で「朝から大変ですね～」と笑いながらあいさつをしました。 

冬って、子供は喜ぶけれど、大人には辛い季節かも知れないと感じた瞬間でした。：） 

 

ソウルでは、ここまで雪が積もる事がなかったので、家の近くでソリを見た事がなかった

ですが、ここではよく子供たちがソリに乗っている姿を見かけます。 

なんかうらやましい！ 

スキーは乗れないので、今年はどこかに行ってソリにでも乗ろう！と思った朝でした。 

 

 

From Rokkasho with love, 

 Sangmi♡ 

2013 年 11 月 13 日 
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Blog Entry 54  冬は鍋でしょう！                                    

 

こんにちは。サンミです!  

皆さんはどんな鍋が好きですか？ 

私は、普段は昆布や鶏でダシをとって鍋を作っていますが、 

どうしても辛いスープが恋しくなる日があります。 

特に寒い日には、キムチ鍋を食べると体も温まり元気になるのでよく食べます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日作った鍋です。 

キムチと豚肉を炒めたものに、昆布でダシをとった汁を入れます。 

それからその上に餃子と豆腐、ネギとエノキ、しめじなどをトッピングしました。 

そして、おろしにんにくと胡椒、唐辛子の粉などをお好みで追加すれば、 

寒い冬にもってこいの鍋の誕生です。 

 

余談ですが、皆さんは「キムチチゲ」という料理をご存じでしょうか。 

「チゲ」は韓国語で「なべ料理」を意味する言葉です。 

タラチゲ、スンドゥブ（柔らかい豆腐）チゲ、テンジャン（味噌）チゲなど… 

いろいろな種類があります。 

皆さんの冬の定番メニューは何でしょうか？ 

ぜひ、私にも教えてください。 

 

From Rokkasho with love,  

Sangmi♡ 

2013 年 12 月 5 日 
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Blog Entry 55  餅つき体験                                          

 

皆さん、お久しぶりです。ジェニーです。 

最近寒くなってきて、雪も降り始めたので、六ヶ所村に引っ越して来たばかりの外国人か

らよく「もう冬ですね！」と言われますが、まだまだですよね（笑）。 

さて、先週末は、六ヶ所村在住外国人のために「餅つきを体験しようの会」が開催されま

した。餅が大好きな私にはぴったりのイベントでした。もちろん、餅というのはついたごは

んだということは前から知っていましたが、どうやってつくか、またはどのぐらい力が必要

かは想像できませんでした。 

私は 5 回ぐらいついたら、疲れて、サンミに変わりましたが、短い時間でもとても楽しかっ

たです。そして、自分の力で作った物を食べるのは最高だと改めて分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

From Rokkasho with love, 

Jenny♡ 

2013 年 12 月 11 日 
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Blog Entry 56  ファションの違い                                      

 

こんにちは、ジェニーです。 

あけましておめでとうございます！ 

六ヶ所村の皆さんにとって良い一年になるように祈っています。 

私は、クリスマスとお正月をドイツで過ごして来ました。 

いつもドイツの冬は結構寒いのに、今年は１２℃ぐらいの春っぽい天気でした。なので、今

年は外に行っても、「寒くて帰りたいな～」と思わず、クリスマスマーケットでホットココアを飲

んだり、雰囲気を楽しんだりすることができました。 

ドイツに帰るたびに、日本と違うところに気が付きます。今回特に目立ったのは女性のファ

ションの違いでした。日本人の女性はほぼ毎日スカートをはいている一方で、ドイツ人の女

性はほとんどジーンズです。ドイツ人の立場から「スカート」はあまりカジュアルではなく、お

しゃれしたい時にはく物だと思います。ちょっと不思議ですが、私も、日本ではよくスカートを

はいているのに、なぜかドイツの家に着いた途端にジーンズに着替えて、それ以降休み中

ずっとジーンズばかりでした。このように意識せずに、周りの環境に合わせてしまいますよ

ね。六ヶ所村の皆さんも、もしドイツに行ったら、スタイルが変わるでしょうか？ 

  

From Rokkasho with love, 

Jenny♡ 

2014 年 1 月 14 日 
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Blog Entry 57  新発見！日本人の潜在能力！                            

 

こんにちは。サンミです! 

 

 

 

先日「ろっかぽっか」に行った時、 

「ご自由にどうぞ！」とのコメントの下に、 

この紙が置いてありました。 

2 月 3 日の節分で使う「豆入れ箱」を作るための紙でした。 

紙が置いてあったデスクの上には、折り方の説明もありましたが、 

私の日本人友達は、「これ見なくても皆できるよ～覚えているから！」と言ったのです。 

「…そうなの？」 

「そうだよ。他の人にも聞いてみて～」と言われたので、 

早速確認してみたら… 

 

 

 

 

 

一回も折り方を確認せずその場で箱を作りました。 

なんてことだ…！ 

確かに、そこまで難しい折り方ではなく、すぐに真似できる方法でしたが、 

あまりにも自然に（しかもすごいスピードで）箱を折る日本人の姿には感心しました。 

それに、豆を入れるだけではなく、普段はみかんの皮などを入れてから 

そのまま箱ごとポイッと捨てる～と言う人もいたので驚きました。 

使い方もいろいろありますね。新発見です。 

 

ちなみに、今回この箱はとてもかわいいので、 

みかんの皮と一緒に捨てたりはしません。 

せっかく作ったので、なにかいろいろ（？）入れておきたいと思います！ 

皆さんも日頃この箱を使っていますか？ 

久しぶりに作ってみるのはいかがでしょうか？ 

  

From Rokkasho with love,  

Sangmi♡ 

2013 年 1 月 31 日 
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Blog Entry 58  初めての恵方巻き                                    

 

こんにちは！ジェニーです。 

皆さんはおととい、節分をお祝いして、恵方巻きを食べましたか？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元々大阪地方の習慣ですが、最近は全国で行われているらしいですね。私は去年も日

本で節分を過ごしていたのに、おととい初めて恵方巻きを知って、昼休みに同僚達と一

緒に食べました。「恵方に向かって無言で食べる」というのは簡単そうですが、実はなか

なか難しいことが分かりました。食べながら、「皆がコピー機に向かって一生懸命食べて

いる」様子を考えるとやっぱり笑ってしまいました。来年もまた皆で恵方巻きを食べたい

ので、集中できるコツがあったら、是非教えてください。 

  

From Rokkasho with love, 

Jenny♡ 

2014 年 2 月 5 日 
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Blog Entry 59  弘前城雪燈籠まつり                                   

 

こんにちは。サンミです!  

 

 

  

 

  

  

  

弘前城雪燈籠まつりに行ってきました。 

冬の弘前に行ったのは初めてでしたが、雪が積もった城はとても綺麗でした。 

会場には、数え切れないほどの雪だるまがありました。 

中には保育所の子どもたちが作ったものもたくさんあったのでとても印象的でした。 

（ふなっしーも登場！なかなかのクォリティでした！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の子どもの頃を思い出してみると、校庭にほんの少し積った雪をかき集めて 

小さな雪だるまを一つ作るのが精一杯だったので、 

ここまで思う存分雪を楽しめる子どもたちがうらやましく、幸せだね～と感じました。 

特にお父さんが引くソリに乗って、はしゃいでいる子どもの姿は 

いつ見ても笑顔になる幸せな光景です。 

（もちろんトナカイ役のお父さんは大変だと思いますが。＾＾；） 

 

青森には雪を楽しむイベントがたくさんありますね！ 

今週も足を延ばし、冬の青森を満喫したいと思います。 

 

From Rokkasho with love, Sangmi♡ 

2014 年 2 月 10 日 
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Blog Entry 60  ウェディングシューズ                                  

 

皆さん、こんにちは！ジェニーです。 

 

 私は小さいころから年に 1 回、祖母から細かいお金（特に 1 セント玉）がたくさん入って

いる瓶をもらいます。祖母は買い物した後、必ずお釣りをその瓶に入れているので、毎

年、20～30 ユーロぐらいの金額になります。それで本を買ったり、友達とコーヒーを飲み

に行ったりと、ずっとありがたくいただいてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですが、先週、母は私の代わりに今年の瓶を受けとって、電話で「昨日お祖母さんがま

たジェニーの“ウェディングシューズ”のためのお金をくれたよ！」と言いました。「何？

“ウェディングシューズ”？近い内結婚する予定はないけど」と私は訳が分からなくて、び

っくりしました。すると、母は説明してくれました。「昔は、細かいお金でウェディングシュ

ーズを買うお嫁さんは倹約的な人だと言われていたから、女の子は皆小さい頃から 1 セ

ント玉を貯めたのよ！」と。それは私も知らなかったドイツの面白い習慣でした。今まで祖

母からもらっていたお金はもう別の物に使ってしまいましたが、これからはちゃんとウェ

ディングシューズのために節約したいと思います！ 

 

From Rokkasho with love, 

Jenny♡ 

2014 年 2 月 25 日 

 


